
１　施策の位置づけ

２　施策の評価

％

ｔ/
年

３　主な取組

1

記号

141 5

142 5

373 6

374 3

2

記号

143 5

144 5

145 5

201 5

275 5

372 3

3

記号

146 5

147 5

329 5

指標（ＫＰＩ）
単
位

担当課

建設環境課

ゼロカーボン推進補助金 建設環境課 維持 維持 Ａ 　

新エネルギー普及促進事業補助金（太陽光発電システム設置） 建設環境課 維持 維持 Ａ 　

新エネルギー普及促進事業補助金 産業振興課 維持 維持 Ａ 　

再生可能エネルギー・省エネルギーの推進と啓発 総合評価

温室効果ガスの排出削減へ向け、再生可能エネルギーの導入・活用を促進するとともに、省エネル
ギーに関する普及・推進・啓発 Ａ

事務事業名 担当課 成果 コスト 評価 重点化

ごみ減量化補助金交付事業 建設環境課 維持 縮小 Ａ 　

不要食器のリサイクル 産業振興課 維持 維持 Ａ 　

ごみステーション改修補助金 建設環境課 維持 維持 Ａ 　

廃棄物回収処理委託料 建設環境課 維持 維持 Ａ 　

塩尻市ごみ収集運搬処理委託料 建設環境課 維持 維持 Ａ

事務事業名 担当課 成果 コスト 評価 重点化

資源物回収運搬委託料 建設環境課 維持 維持 Ａ 　

　 　

環境美化の推進 総合評価

循環型社会の実現に向け、ポイ捨て防止の啓発やごみの減量化、再利用を推進するとともに、広域
で連携し、適切なごみの収集、運搬、処理 Ａ

生活環境整備委託料 建設環境課 縮小 縮小 Ａ 　

火葬料補助金 建設環境課 維持 縮小 Ａ 　

花いっぱい運動推進補助金 建設環境課 維持 維持 Ａ 　

鎖川河川愛護会補助金 建設環境課 維持 維持 Ａ 　

環境・景観の保全 総合評価

豊かな自然環境に囲まれながら、環境と調和した暮らしを送り続けることができるよう、環境や景
観に対する意識を高め、環境や景観の保全のため取り組む Ａ

事務事業名 担当課 成果 コスト 評価 重点化

ごみの資源化率 21.0 23.4 24.3 23.4 21.5 20.3 21.0

ごみの減量化（朝日
村の排出量）

957.0 978.0 989.8 996.9 962.0 868.2 919.0

基準値 達成値 目標値

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

（様式２） 令和６年度　施策評価シート

基本戦略 ３．安心して暮らし続けられる村をつくります

重点目標 ７．安心して暮らせる基盤整備

主要施策 ７－５．村の豊かな自然環境を守り、循環型社会をめざします



４-１　施策の評価・検証　（建設環境課）

４-２　施策の評価・検証　（産業振興課）

事業の重点化

薪ストーブやペレットストーブの補助制度を周知し、整備者の増加を目指す。

事業構成の適正

一般家庭から出る可燃ゴミの排出量がここ数年増加傾向にある。引き続き、家庭から
出るゴミの減量化（ゴミの分別化）を推進する。
新エネルギー普及促進事業補助金の利用促進を図り、脱炭素社会に向けた再生可能エ
ネルギーの普及を推進する。

事業の重点化

温室効果ガス排出を2050年までに事実上ゼロにするため、国・県の計画の沿った朝日
村ゼロカーボンビジョンを策定。村民の環境意識を向上させ、豊かな自然環境と調和
した暮らしができる朝日村を目指す。

事業構成の適正

地球温暖化防止や循環型社会につながる木質バイオマスエネルギーの推進を図るた
め、薪ストーブやペレットストーブの整備補助を推進する。

評価視点 評価コメント

評価視点 評価コメント


